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【手続補正書】
【提出日】令和1年9月5日(2019.9.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式(I)
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【化１】

[式中、
　Qは、Oを表し、
　X1、X2及びX3は、それぞれ独立して、CH、CR1又はNを表し、
　Yは、CH又はNを表し、
　Zは、CR2b又はNを表し、
　R1は、水素原子、ハロゲン原子、C1-C6アルキル基、C1-C6ハロアルキル基、C1-C6アル
コキシ基又はC1-C6ハロアルコキシ基を表し、
　R2a及びR2bは、それぞれ独立して、水素原子、ハロゲン原子、水酸基、シアノ基、ホル
ミル基、置換されていてもよいC1-C6アルキル基、置換されていてもよいC1-C6ハロアルキ
ル基、置換されていてもよいC1-C6アルコキシ基、置換されていてもよいC1-C6ハロアルコ
キシ基、置換されていてもよいC1-C4アルコキシ-C1-C4アルキル基、置換されていてもよ
いC1-C4アルコキシ-C1-C4ハロアルキル基、置換されていてもよいC1-C6アルキルカルボニ
ル基、置換されていてもよいC1-C6アルコキシカルボニル基、置換されていてもよいC1-C6
アルキルカルボニルオキシ基、置換されていてもよいC3-C7シクロアルキル基、置換され
ていてもよいヘテロシクロアルキル基、置換されていてもよいヘテロシクロアルキルオキ
シ基、置換されていてもよいC2-C6アルケニル基、置換されていてもよいC2-C6アルケニル
オキシ基、置換されていてもよいC2-C6アルケニル-C1-C6アルキル基、置換されていても
よいC2-C6アルケニル-C1-C6アルコキシ基、置換されていてもよいC2-C6アルケニルオキシ
-C1-C4アルキル基、置換されていてもよいC2-C6アルケニルオキシ-C1-C4アルコキシ基、
置換されていてもよいC2-C6アルケニルオキシ-C1-C4ハロアルキル基、置換されていても
よいC2-C6アルケニルオキシ-C1-C4ハロアルコキシ基、置換されていてもよいC2-C6アルキ
ニル基、置換されていてもよいC2-C6アルキニルオキシ基、置換されていてもよいC2-C6ア
ルキニル-C1-C6アルキル基、置換されていてもよいC2-C6アルキニル-C1-C6アルコキシ基
、置換されていてもよいC2-C6アルキニルオキシ-C1-C4アルキル基、置換されていてもよ
いC2-C6アルキニルオキシ-C1-C4アルコキシ基、置換されていてもよいC2-C6アルキニルオ
キシ-C1-C4ハロアルキル基、置換されていてもよいC2-C6アルキニルオキシ-C1-C4ハロア
ルコキシ基、-NRaRb{Ra及びRbは、それぞれ独立して、水素原子又は置換されていてもよ
いC1-C6アルキル基を表す(ただし、Ra及びRbが同時に水素原子の場合は除く)}、置換され
ていてもよいC1-C6アルキルチオ基、置換されていてもよいC1-C6ハロアルキルチオ基、ペ
ンタフルオロスルファニル基、又は一般式(I-A)
【化２】

{式中、
　Lは、単結合、(CH2)p及び(CH2)qの水素原子のうち１つ又は複数がハロゲン原子、C1-C4
アルキル基若しくはC3-C7シクロアルキル基でそれぞれ置換されていてもよい、-(CH2)p-
、-O(CH2)p-、-(CH2)pO-、-(CH2)pO(CH2)q-、-NRc(CH2)p-、-(CH2)pNR

c-又は-(CH2)pNR
c(

CH2)q-を表し、
　pは、1、2又は3を表し、
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　qは、1、2又は3を表し、
　Rcは、水素原子又はC1-C6アルキル基を表し、
　環Bは、置換されていてもよい炭素環、又は置換されていてもよい複素環を表す。}で表
される基であるか、
　ZがCR2bの場合、R2aとR2bは一緒になって、ハロゲン原子、水酸基、又はオキソ基で置
換されていてもよい-(CH2)r-を形成してもよく（rは、3、4、5又は6を表す）、
　R3は、水素原子、ハロゲン原子、置換されていてもよいC1-C6アルキル基、C1-C6ハロア
ルキル基、置換されていてもよいC1-C6アルコキシ基、C1-C6ハロアルコキシ基、置換され
ていてもよいC3-C7シクロアルキル基、置換されていてもよいC2-C6アルケニル基、置換さ
れていてもよいC2-C6アルキニル基、又は置換されていてもよいアラルキル基を表し、
　環Aは、下記式
【化３】

(式中、nは、1又は2であり、
　R4は、ハロゲン原子、シアノ基、水酸基、置換されていてもよいC1-C6アルキル基、C1-
C6ハロアルキル基、置換されていてもよいC3-C7シクロアルキル基、ヘテロシクロアルキ
ル基、ヘテロシクロアルキルオキシ基、5員環ヘテロアリール基、置換されていてもよいC

1-C6アルコキシ基、C1-C6ハロアルコキシ基、C2-C6アルケニル基、C2-C6アルケニル-C1-C

6アルコキシ基、C2-C6アルキニル基、C2-C6アルキニル-C1-C6アルコキシ基、C1-C6アルキ
ルチオ基、-NRdRe(Rd及びReは、それぞれ独立して、水素原子又はC1-C6アルキル基を表す
)、ニトロ基、ホルミル基、C1-C6アルキルカルボニル基、C1-C6アルコキシカルボニル基
又はC1-C6アルキルカルボニルオキシ基であり、
　R5a、R5b及びR5cは、それぞれ独立して、水素原子、ハロゲン原子、シアノ基、C1-C6ア
ルキル基、C1-C6アルコキシ基、C1-C6ハロアルキル基、C1-C6ハロアルコキシ基、C3-C7シ
クロアルキル基、C1-C6アルキルカルボニル基又はC1-C6アルコキシカルボニル基である)
からなる群より選択される環であるか、又は
　環Aは、下記式
【化４】

(式中、X4は、NRf(Rfは、水素原子又はC1-C6アルキル基を表す)、O又はSであり、
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　R5a、R5b及びR5cは、それぞれ独立して、水素原子、ハロゲン原子、シアノ基、C1-C6ア
ルキル基、C1-C6アルコキシ基、C1-C6ハロアルキル基、C1-C6ハロアルコキシ基、C3-C7シ
クロアルキル基、C1-C6アルキルカルボニル基又はC1-C6アルコキシカルボニル基であり、
　R6a及びR6bは、それぞれ独立して、水素原子、ハロゲン原子、置換されていてもよいC1
-C6アルキル基、C1-C6ハロアルキル基、置換されていてもよいC3-C7シクロアルキル基、
置換されていてもよいC1-C6アルコキシ基、C1-C6ハロアルコキシ基、又は置換されていて
もよいC1-C6アルキルチオ基である)からなる群より選択される環である。]で表されるビ
アリール誘導体又はその塩。
【請求項２】
　前記一般式(I)中、
　R2a及びR2bが、それぞれ独立して、水素原子、ハロゲン原子、シアノ基、C1-C6アルキ
ル基、-ORg{Rgは、C1-C6アルキル基、C1-C6ハロアルキル基、C1-C4アルコキシ-C1-C4アル
キル基、C2-C6アルケニル-C1-C6アルキル基、C2-C6アルキニル-C1-C6アルキル基、シアノ
メチル基、-CONRjRk(Rj及びRkは、それぞれ独立して、水素原子又はC1-C6アルキル基を表
す)、C3-C7シクロアルキル基、又はC1-C6アルキルカルボニル基を表す。}で置換されたC1
-C6アルキル基、C1-C6アルコキシカルボニル基で置換されたC1-C6アルキル基、シアノ基
で置換されたC1-C6アルキル基、C1-C6ハロアルキル基、ヘテロシクロアルキル基で置換さ
れたC1-C6ハロアルキル基、-NRhRi{Rhは、C1-C6アルキル基を表し、Riは、水素原子、C1-
C6アルキル基、C1-C6アルコキシ基、シアノメチル基、C1-C6アルキルカルボニル基又はC1
-C6アルコキシカルボニル基を表す。}で置換されたC1-C6ハロアルキル基、C1-C6アルコキ
シ基、C1-C6アルコキシカルボニル基で置換されたC1-C6アルコキシ基、C1-C6ハロアルコ
キシ基、C1-C4アルコキシ-C1-C4アルキル基、C1-C4アルコキシ-C1-C4ハロアルキル基、C1
-C4アルコキシで置換されたC1-C4アルコキシ-C1-C4ハロアルキル基、C1-C6アルキルカル
ボニル基、C1-C6アルコキシカルボニル基、C1-C6アルキルカルボニルオキシ基、C3-C7シ
クロアルキル基、C1-C6アルキル基で置換されたC3-C7シクロアルキル基、C1-C4アルコキ
シ-C1-C4アルキル基で置換されたC3-C7シクロアルキル基、ヘテロシクロアルキル基、ヘ
テロシクロアルキルオキシ基、C2-C6アルケニル基、C2-C6アルケニルオキシ基、C2-C6ア
ルケニル-C1-C6アルキル基、C2-C6アルケニル-C1-C6アルコキシ基、C2-C6アルケニルオキ
シ-C1-C4アルキル基、C2-C6アルケニルオキシ-C1-C4アルコキシ基、C2-C6アルケニルオキ
シ-C1-C4ハロアルキル基、C2-C6アルケニルオキシ-C1-C4ハロアルコキシ基、C2-C6アルキ
ニル基、C2-C6アルキニルオキシ基、C2-C6アルキニル-C1-C6アルキル基、C2-C6アルキニ
ル-C1-C6アルコキシ基、C2-C6アルキニルオキシ-C1-C4アルキル基、C2-C6アルキニルオキ
シ-C1-C4アルコキシ基、C2-C6アルキニルオキシ-C1-C4ハロアルキル基、C2-C6アルキニル
オキシ-C1-C4ハロアルコキシ基、-NRaRb{Ra及びRbは、それぞれ独立して、水素原子、C1-
C6アルキル基、シアノ基で置換されたC1-C6アルキル基、C1-C4アルコキシ基で置換された
C1-C6アルキル基、C1-C6アルコキシカルボニル基で置換されたC1-C6アルキル基、C3-C7シ
クロアルキル基で置換されたC1-C6アルキル基、又はC2-C6アルケニル基で置換されたC1-C

6アルキル基を表す(ただし、Ra及びRbが同時に水素原子の場合は除く)}、C1-C6アルキル
チオ基、C1-C6ハロアルキルチオ基、ペンタフルオロスルファニル基、又は一般式(I-A)
【化５】

{式中、
　Lは、単結合、(CH2)pの水素原子のうち1つ又は複数がハロゲン原子で置換されていても
よい、-(CH2)p-、-O(CH2)p-、-(CH2)pO-、-NRc(CH2)p-又は-(CH2)pNR

c-を表し、
　pは、1又は2を表し、
　Rcは、水素原子又はメチル基を表し、
　環Bは、フェニル、ピロリル、フリル、チエニル、イミダゾリル、トリアゾリル、ピラ
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ゾリル、オキサゾリル、イソオキサゾリル、チアゾリル、イソチアゾリル、チアジアゾリ
ル、オキサジアゾリル、ピリジル、ピリダジニル、ピリミジニル、又はピラジニルを表す
。}で表される基であるか、
　ZがCR2bの場合、R2aとR2bは一緒になって、ハロゲン原子、水酸基、又はオキソ基で置
換されていてもよい-(CH2)r-を形成してもよく（rは、3、4、5又は6を表す）、
　R3が、水素原子、ハロゲン原子、C1-C6アルキル基、C1-C6ハロアルキル基、C1-C6アル
コキシ基、C1-C6ハロアルコキシ基、C3-C7シクロアルキル基、C2-C6アルケニル基、C2-C6
アルキニル基、又はアラルキル基であり、
　R4が、ハロゲン原子、シアノ基、水酸基、C1-C6アルキル基、C1-C6ハロアルキル基、C3
-C7シクロアルキル基、ヘテロシクロアルキル基、ヘテロシクロアルキルオキシ基、5員環
ヘテロアリール基、C1-C6アルコキシ基、C1-C6ハロアルコキシ基、C2-C6アルケニル基、C

2-C6アルケニル-C1-C6アルコキシ基、C2-C6アルキニル基、C2-C6アルキニル-C1-C6アルコ
キシ基、C1-C6アルキルチオ基、-NRdRe(Rd及びReは、それぞれ独立して、水素原子又はC1
-C6アルキル基を表す)、ニトロ基、ホルミル基、C1-C6アルキルカルボニル基、C1-C6アル
コキシカルボニル基又はC1-C6アルキルカルボニルオキシ基であり、
　R6a及びR6bが、それぞれ独立して、水素原子、ハロゲン原子、C1-C6アルキル基、C1-C6
ハロアルキル基、C3-C7シクロアルキル基、C1-C6アルコキシ基、C1-C6ハロアルコキシ基
、又はC1-C6アルキルチオ基である、請求項1に記載のビアリール誘導体又はその塩。
【請求項３】
　前記一般式(I)中、X1がCHを表し、X2及びX3が、それぞれ独立して、CR1又はNを表す(R1

の定義は、請求項1と同義である。)、請求項1又は請求項2に記載のビアリール誘導体又は
その塩。
【請求項４】
　前記一般式(I)中、X1及びX3がCHであり、X2がCR1又はNであり、R1が水素原子又はハロ
ゲン原子である、請求項1～3のいずれか1項に記載のビアリール誘導体又はその塩。
【請求項５】
　前記一般式(I)中、X1及びX3がCHであり、X2がCH又はNである、請求項1～4のいずれか1
項に記載のビアリール誘導体又はその塩。
【請求項６】
　前記一般式(I)中、環Aが、下記式
【化６】

(式中、n、R4、R5a、R5b及びR5cの定義は、請求項1と同義である。)からなる群より選択
される環である、請求項1～5のいずれか1項に記載のビアリール誘導体又はその塩。
【請求項７】
　前記一般式(I)中、環Aが、下記式



(7) JP 2019-70023 A5 2019.10.24

【化７】

(式中、R4、R5a、R5b、R5c及びnの定義は、請求項1と同義である。)からなる群より選択
される環である、請求項1～5のいずれか1項に記載のビアリール誘導体又はその塩。
【請求項８】
　前記一般式(I)中、環Aが、下記式

【化８】

(式中、R4、R5a、R5b、R5c及びnの定義は、請求項1と同義である。)からなる群より選択
される環である、請求項1～5のいずれか1項に記載のビアリール誘導体又はその塩。
【請求項９】
　R4が、ハロゲン原子、シアノ基、C1-C6アルキル基、C1-C6ハロアルキル基、C3-C7シク
ロアルキル基、C1-C6アルコキシ基、C1-C6ハロアルコキシ基、ビニル基、エチニル基又は
C1-C6アルキルチオ基である、請求項1～8のいずれか1項に記載のビアリール誘導体又はそ
の塩。
【請求項１０】
　R4が、ハロゲン原子、C1-C4アルキル基、C1-C4ハロアルキル基、シクロプロピル基、C1
-C4アルコキシ基又はC1-C4ハロアルコキシ基である、請求項1～9のいずれか1項に記載の
ビアリール誘導体又はその塩。
【請求項１１】
　前記一般式(I)中、
　R2aが、水素原子、ハロゲン原子、シアノ基、C1-C6アルキル基、-ORg{Rgは、C1-C6アル
キル基、C1-C6ハロアルキル基、C1-C4アルコキシ-C1-C4アルキル基、C2-C6アルケニル-C1
-C6アルキル基、C2-C6アルキニル-C1-C6アルキル基、シアノメチル基、-CONRjRk(Rj及びR
kは、それぞれ独立して、水素原子又はC1-C6アルキル基を表す)、C3-C7シクロアルキル基
、又はC1-C6アルキルカルボニル基を表す。}で置換されたC1-C6アルキル基、C1-C6アルコ
キシカルボニル基で置換されたC1-C6アルキル基、シアノ基で置換されたC1-C6アルキル基
、C1-C6ハロアルキル基、ヘテロシクロアルキル基で置換されたC1-C6ハロアルキル基、-N
RhRi{Rhは、C1-C6アルキル基を表し、Riは、水素原子、C1-C6アルキル基又はC1-C6アルキ
ルカルボニル基を表す。}で置換されたC1-C6ハロアルキル基、C1-C6アルコキシ基、C1-C6
アルコキシカルボニル基で置換されたC1-C6アルコキシ基、C1-C6ハロアルコキシ基、C1-C

4アルコキシ-C1-C4アルキル基、C1-C4アルコキシ-C1-C4ハロアルキル基、C1-C4アルコキ
シで置換されたC1-C4アルコキシ-C1-C4ハロアルキル基、C1-C6アルキルカルボニル基、C1
-C6アルコキシカルボニル基、C1-C6アルキルカルボニルオキシ基、C3-C7シクロアルキル
基、C1-C6アルキル基で置換されたC3-C7シクロアルキル基、C1-C4アルコキシ-C1-C4アル
キル基で置換されたC3-C7シクロアルキル基、ヘテロシクロアルキル基、ヘテロシクロア
ルキルオキシ基、C2-C6アルケニル基、C2-C6アルケニルオキシ基、C2-C6アルキニル基、C

2-C6アルキニルオキシ基、C2-C6アルキニルオキシ-C1-C4アルキル基、-NRaRb{Ra及びRbは
、それぞれ独立して、水素原子、C1-C6アルキル基、シアノ基で置換されたC1-C6アルキル
基、C1-C4アルコキシ基で置換されたC1-C6アルキル基、C1-C6アルコキシカルボニル基で
置換されたC1-C6アルキル基、C3-C7シクロアルキル基で置換されたC1-C6アルキル基、又



(8) JP 2019-70023 A5 2019.10.24

はC2-C6アルケニル基で置換されたC1-C6アルキル基を表す(ただし、Ra及びRbが同時に水
素原子の場合は除く)}、C1-C6アルキルチオ基、C1-C6ハロアルキルチオ基、ペンタフルオ
ロスルファニル基、又は一般式(I-A)
【化９】

{式中、
　Lは、単結合、(CH2)pの水素原子のうち１つ又は複数がハロゲン原子で置換されていて
もよい、-(CH2)p-、-O(CH2)p-、-(CH2)pO-、-NRc(CH2)p-又は-(CH2)pNR

c-を表し、
　pは、1又は2を表し、
　Rcは、水素原子又はメチル基を表し、
　環Bは、フェニル、イミダゾリル、ピラゾリル、オキサゾリル、チアゾリル、又はオキ
サジアゾリルを表す。}で表される基であり、
　R2bが、水素原子、ハロゲン原子、シアノ基、C1-C6アルキル基、C1-C6ハロアルキル基
、C1-C6アルコキシ基、C1-C6ハロアルコキシ基、又はC3-C7シクロアルキル基であるか、
　ZがCR2bの場合、R2aとR2bは一緒になって、ハロゲン原子、水酸基又はオキソ基で置換
されていてもよい-(CH2)r-を形成してもよい（rは、3、4、5又は6を表す）、請求項1～10
のいずれか1項に記載のビアリール誘導体又はその塩。
【請求項１２】
　前記一般式(I)中、
　R2aが、水素原子、ハロゲン原子、シアノ基、C1-C6アルキル基、C1-C6ハロアルキル基
、C1-C6アルコキシ基、C1-C6ハロアルコキシ基、C1-C4アルコキシ-C1-C4アルキル基、C1-
C4アルコキシ-C1-C4ハロアルキル基、C1-C6アルキルカルボニル基、C1-C6アルコキシカル
ボニル基、C3-C7シクロアルキル基、-NRaRb{Ra及びRbは、それぞれ独立して、水素原子、
C1-C6アルキル基、C1-C4アルコキシ基で置換されたC1-C6アルキル基、又はC1-C6アルコキ
シカルボニル基で置換されたC1-C6アルキル基を表す(ただし、Ra及びRbが同時に水素原子
の場合は除く)}、又は一般式(I-A)
【化１０】

{式中、
　Lは、単結合、(CH2)pの水素原子のうち１つ又は複数がハロゲン原子で置換されていて
もよい、-(CH2)p-、-O(CH2)p-、又は-(CH2)pO-を表し、
　pは、1又は2を表し、
　環Bは、フェニル又はピラゾリルを表す。}で表される基であり、
　R2bが、水素原子、ハロゲン原子、又はメチル基であるか、
　ZがCR2bの場合、R2aとR2bは一緒になって、-(CH2)r-を形成してもよい（rは、3又は4を
表す）、請求項1～11のいずれか1項に記載のビアリール誘導体又はその塩。
【請求項１３】
　前記一般式(I)中、ZがCR2bの場合、R2a及びR2bが、それぞれ独立して、水素原子、C1-C

4アルキル基、C1-C4ハロアルキル基、C1-C4アルコキシ基、C1-C4ハロアルコキシ基、C1-C

4アルコキシ-C1-C4アルキル基、C1-C4アルコキシ-C1-C4ハロアルキル基又はC3-C7シクロ
アルキル基である(ただし、R2a及びR2bが同時に水素原子の場合を除く)、請求項1～10の
いずれか1項に記載のビアリール誘導体又はその塩。
【請求項１４】
　前記一般式(I)中、ZがCR2bの場合、R2bが水素原子又はC1-C4アルキル基である、請求項
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1～11及び13のいずれか1項に記載のビアリール誘導体又はその塩。
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